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笑
顔
で
、明
る
く
、お
元
気
に女性のお年寄りに

手作りお雛様を贈る
　３月３日の桃の節句を前に添田東女性の会が、地
域の80歳以上の女性など約30人に手作りした籠

かご

入り
お雛

ひなさま

様の人形をプレゼントしました。２月24日、会
の役員が各家庭を 1軒ずつ訪問し、心を込めて作っ
たお雛様を手渡すと、受け取った女性の皆さんは
「とてもかわいらしいね」と笑みを浮かべ
て喜んでいました。会の会長を務める
の塚本久子さんは「地域の高齢者には
いつまでも、明るく、笑顔で元気に過ご
してもらいたいです」と話していました。
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添田町の未来に向けて

　今年度から来年度にかけて、町の最上位計画である総合計
画づくりに取り組んでいます。今回つくる計画は、「他人事
から自分事へ」をテーマに掲げ、10 年後の添田町を描きな
がら、「やれる事」、「本当に必要な事」を取りまとめた実効
性の高い計画にしたいと考えています。
　今後ますます町だけでできることは少なくなり、町民の皆
さん、町外の添田町ファンの皆さんとともに取り組むことが
増えていきます。皆さんの想いや意見を可能な限り反映させ
たいと思いますので、一緒に計画をつくりませんか。

↑老若男女問わず、みんなで語り合いながら、
添田町のこれからを考えています。あなたの
参加を待っています！

そもそも総合計画ってなあに？

　　　　　　　　その理由としては、「総合計画は、あらゆる
　　　　　　　計画の基本となるものであり、行政運営の総合
　　　　　　　的な指針となるものだから」ということが挙げ
　　　　　　　られます。町ではこれまで第１次から第５次ま
での総合計画を策定、その計画に基づいて行政運営を行ってき
ました。今回、第５次総合計画の計画期間が、令和２年度まで
となっていることから、第６次の計画策定に取り組んでいます。

第5次総合計画の冊子
左：前期基本計画（計画期間：Ｈ 22～ 27）
右：後期基本計画（計画期間：Ｈ 28～Ｒ２）

どんな計画を作ろうとしているの？

　　　　　一言でいえば・・・「実効性の高い計画」
　　　　　　　今回の計画は「やれる事」、「本当に必要な事」を中心に取りまとめます。人口減少が進
　　　　　　　　み、財政状況も一層厳しくなります。これまでのように、あらゆる分野に投資するこ
　　　　　　　とはできません。既に投資したくてもできない状況が生じています。
　　　　　　　　理想像（10年後のありたい姿）を描いた上で、それに近づくためにはどうしたらよいか。
今やっていることの組み合わせや、工夫・改善することで実現できないか。当然、新しく取り組まなく
てはいけないことも…という想いで取り組んでいます。

町民アンケート調査結果について
　昨年の10月に「10年後のありたい姿」についてお尋ねする町民約1,000人を対象としたア
ンケート調査を実施。271人の方からご回答をいただきました。その一部を紹介します。

【左図】生活に関する様々な分野の満足度について、0（不満）～ 10（満足）点で点数をつけてもらった結果です。全
体では 5.2点。自然環境や身の回りの安全、健康状態の満足度は高いものの、移動のしやすさや雇用環境、買い物
等の生活環境の満足度は低い結果でした。【右図】10年後添田町がどのようになったらよいと思うかを尋ねた結果で
す。「健康で元気に暮らしている人が増えている」の割合が最も高く、次いで「お互いに尊重し、支え合っている」、
　　　　「カフェ・レストランが増えている」が続きます。若い人は、「カフェ・レストラン」を高齢者は「健康で元
　　　　気に暮らしている」を回答する人が多く見られました。

ソエダみらい会議（仮称）に参加しませんか

ソエダみらい会議（仮称）とは
　添田町民に限らず、町外でも添田町ファンの皆さんと、添田町の「み
らい」について話し合える会議です！　参加資格は特にございません。
ちなみに、100人集まるまで（仮称）とします。

ソエダみらい会議（仮称）で話し合った内容は
　この「ソエダみらい会議」は、今年度はすでに４回開催し、残り１回
を３月 18日に開催します。また、来年度は５回開催する予定です。会議
の内容が実際に実現可能な事業となった場合は「第６次総合計画」に反
映し、皆さんと一緒に事業を行います。

↑お茶やコーヒーなども準備し
ています。温かいお茶でも飲み
ながら語り合いませんか

次回の開催は

とき：３月18日水　18時30分～20時30分
ところ：オークホール　内容：「今年度の振り返り」、「ありたい姿」について

問 役場まちづくり課総合企画係（☎ 82-5965）

↑参加者には缶バッチをプレゼント

　これまでの会議の内容や今後の開催予定は
町ホームページで確認できます。アンケート
調査結果も『第３回「ソエダみらい会議（仮称）」
の開催について』の中で掲載しています。

第６次総合計画策定中

でいます。 右

？
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今年度から来年

第６次総合計画策定中

今回策定する総合計画
❶「基本構想」　
　添田町の10年間後のありたい姿を示す

❷「基本計画」
　10年後を見越したときに『やれる事』
『本当に必要な事』などより実効性のあ
る計画を策定予定

フェ
暮

ソ

　　　 「カフ
　　　 気に暮

ソ

一般的な総合計画
❶「基本構想」　
　10～20年間の地域づくりの方針を示す
❷「基本計画」
　５～10年間程度の行政計画を示す
❸「実施計画」
　３～５年間程度の具体的施策を示す

の3段階構成でなるものが多いです

？

？

担当のまちづくり課
津田章彦さんが回答

担当のまちづくり課
津田章彦さんが回答
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　この奨学金は、寄附者である町
出身の佐藤知也さんが生まれ育っ
た添田町に何か出来ることがない
かと考え、自分が苦学し、進学し
た経験から同じような学生たちの
ために少しでも役立ててほしいと
の強い希望があり、創設しました。
この制度は、寄附金を原資として
運用されるため財源には限りがあ
りますが、少しでも多くの年代の
学生たちのために役立てます。

▷修業期間が４年間以上の大学に
　進学、在学している学生
▷高校３年時の成績評定平均が4.0
　以上で経済的理由で学資の支払
　いが困難な人
▷保護者等が２年
　以上、添田町に
　在住している世
　帯の人
▷町税、その他使用
　料（給食費、保育料、
　住宅家賃、水道料）の
　滞納がないこと

町
独
自
の

添
田
町
佐
藤
知
也
給
付
型
奨
学
金

添田町の学生たちのために
役立ててほしい

田川地域の教育向上を
目的に創設

奨学金のお知らせ

無利子貸与型
奨学金

給付型奨学金 給付型奨学金

月額３万円
奨学金額

採用人数

年間２人まで

受給資格

在学する大学の
正規の修業期間

田
川
市
郡
で
一
斉
に
取
り
組
む

添
田
町
奨
学
金

　田川市と郡内各町村が締結した
田川広域定住自立圏形成協定に基
づき、創設された給付型奨学金で
す。教育の向上を目的に、田川市
郡で一斉に取り組んでいます。

▷申請者本人または保護者が申請
　時に添田町に住所を有し、田川
　地区内に継続して１年以上住所
　があること
▷大学等（短大、専修学校専門課
　程、高専の４学年）に進学する人
▷24歳未満で高校３年時の成績評
　定平均が3.5以上の人
▷町民税所得割額の世帯合計が、　
　20万9,700円未満であること
※令和３年度申請から12万６千円
　になります。
▷町税、その他使用料（給食費、　
　保育料、住宅家賃、 水道料）の
　滞納がないこと

月額２万円
奨学金額

採用人数

年間６人まで

受給資格

入学年度のみ10万円
入学支度金

在学する大学等の正規の
修業期間（大学院まで可）

高等学校以上の学校へ
進学する人が対象

有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の

添
田
町
育
英
資
金

　高等学校以上の学校に進学する
子どもたちを有用な人材へと育成
する目的で行っている無利子貸与
型の奨学金です。

▷高等学校、またはこれと同程度
　の学校
◎奨学金　月額１万２千円以内
◎入学支度金　２万４千円以内
▷大学、短期大学（高等専門学校
　第４学年以上含む）または、専
　修学校（修業期間が２年以上の
　専門課程）
◎奨学金　月額２万２千円以内
◎入学支度金　６万円以内
　　　　　　　▷若干名

▷本町に２年以上住所を有してい
　る人
▷町税、その他使用料（給食費、　
　保育料、住宅家賃、水道料）の滞
　納がないこと

受給資格

奨学金額

採用人数

◉ 3 つの奨学金の申請方法
　教育委員会学校教育課で配布
の申請書類に必要書類を添付し
て提出してください。
▶受付期間
　４月１日水～４月24日金
※必要書類など詳しくは、問い
　合わせください。
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小
・
中
学
生
の
携
帯
電
話
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

添田町教育委員会は昨年12月、小・中学生の携帯電話などの利用実態を把握す
るため、町内の小・中学生を対象に「携帯電話に関するアンケート調査」を実施
しました。今回はその結果について髙瀬美智也教育指導主事に話を聞きました。

携帯電話を持っていますか
保護者などの携帯電話を使っていますか
それらの携帯電話はセキュリティーをかけていますか（％）

小学生 自分のものを
持っている

保護者のものを
使っている

セキュリティー
をかけている

１年生 21.67％ 46.67％ 30.77%
２年生 41.38％ 70.69％ 41.67%
３年生 54.93% 77.46％ 61.54%
４年生 43.37% 74.70% 36.11%
５年生 53.03% 68.18% 68.57%
６年生 53.33％ 77.33% 45.00％
合計 45.83% 69.98% 49.73%

中学生 自分のものを
持っている

保護者のものを
使っている

セキュリティー
をかけている

１年生 83.33% 88.33％ 46.00％
２年生 83.08% 89.23％ 40.74%
３年生 84.51% 94.37％ 75.00%
合計 83.67% 90.82% 54.88%

携帯電話をどのように使っていますか（複数回答／人）
小学生 電話 ＧＰＳメールラインゲーム 音楽 動画 SNS
１年生 11 １ ８ 8 30 13 26 ５
２年生 14 ４ ９ 7 29 21 27 １
３年生 31 ５ 21 15 31 26 26 ４
４年生 31 ５ 18 22 41 32 46 10
５年生 29 ４ 18 27 46 34 43 13
６年生 38 ６ 25 33 41 40 34 25
合計 154 25 99 112 218 166 202 58
中学生 電話 ＧＰＳメールラインゲーム 音楽 動画 SNS
１年生 46 ８ 21 45 45 41 51 27
２年生 54 19 24 55 48 53 55 41
３年生 54 11 19 56 49 60 57 41
合計 154 38 64 156 142 154 163 109

問 

教
育
委
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会
学
校
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育
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―
５
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）

１日に何時間くらい携帯電話を使いますか（％）
小学生 １時間以内２時間以内３時間以内４時間以内４時間以上
１年生 36％ 36％ 14％ ８％ ６％
２年生 44％ 20％ 18％ ２％ 16％
３年生 45％ 16％ 12％ 12％ 15％
４年生 35％ 19％ 14％ 11％ 21％
５年生 29％ ９％ 14％ ３％ 45％
６年生 30％ 29％ 11％ 9％ 21％
合計 36％ 21％ 13％ ８％ 22％
中学生 １時間以内２時間以内３時間以内４時間以内４時間以上
１年生 ６％ 10％ 14％ 20％ 50％
２年生 ６％ 23％ 14％ 20％ 37％
３年生 12％ 25％ 13％ 25％ 25％
合計 ８％ 20％ 14％ 22％ 36％
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小
教育のひろば教育のひろば教育のひろば

添田町教育委員会
髙瀬 美智也教育指導主事

小

※Social Networking Service（ソーシャル・ネットワーキング・
サービス）の略でインターネットを介して人と人との社会的な
繋がりを維持・促進する機能を提供するサービスの総称
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春休みわくわくイベント

ドキドキ・ワクワク「理科読」体験

くうきとあそぼう

小 学生を対象に科学読み物を読んだり、読
み物と実験をあわせたりして、科学に親

しむ「理
りかどく

科読」体験を行います。今回は宗像市
の読書グループ「理科読風ぐるま」の皆さんと
一緒に楽しく学びます。
◉とき　３月26日木　14時～
◉ところ　町立図書館・児童館
◉講師　読書グループ「理科読風ぐるま」
◉内容　空気をテーマにした実験や
　工作と科学読み物の読み聞かせ
◉対象者　小学生
◉定員　20人
※事前に申し込みください
問 町立図書館
　 （☎ 82-4800)

　こんな仕事をしたい」「なるにはどうすれ
ばいいの」。町立図書館では、プロフェッ

ショナルにその道のりを聞く講座を開催します。
今回は保健医療、教育などの分野で専門的知識
と技術をもって心理に関する相談に応じる公認
心理師（国家資格）を講師に招き、日常の活動や
資格を取得するまでにはどのような勉強をすれ
ばよいかなどを話してもらいます。
◉とき　３月24日火　13時30分～15時
◉ところ　町立図書館
◉講師　井料美輝子さん（公認心理師）
◉入場料　無料
※事前に申し込みください
問 町立図書館（☎ 82-4800)

プロフェッショナルに聞いてみよう

公認心理師ってどんな仕事？

４月からバス停名と時刻表、
乗降場所を変更します

４月１日水から町バスとまちいこカー
を次のとおり変更しますのでご注意ください。

【町バス】

◉バス停名の変更
　「しゃくなげ荘入口」を
「湯の山」に、「バス車庫」を
「添田警部交番前」に変更します
◉時刻表の変更
　「添田警部交番前」の発着数が変わります
◉乗降場所の変更
　旧バス車庫の乗降場所が道路の向かい側に変
わります

【まちいこカー】

◉まちなか乗降場所名の変更
　「バス車庫」を「添田警部交
番前」に変更します
※詳しくは問い合わせください。
問 役場まちづくり課施策推進係 （☎ 82-1236）

町立図書館春休み企画講座

土器橋

添田町役場

めんべい添田町工場
添田警部交番

彦
山
川

変更前バス停
「バス車庫」

変更後バス停
「添田警部交番前」

旧バス車庫

町バスとまちいこカー

す。
～15時

理師師師師師師師師師師師師師師）

「
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INFORMATION

ループ「理科読風ぐるま」
テーマにし
み物の読み
生

みください

した実験や
み聞かせ

い

く
う
き
っ
て

　
　

す
ご
い
!!

自
分
た
ち
が
で
き
る
感
染
症
対
策

健康対策係
だより

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
症
。
そ
し
て
、
ま
だ
ま
だ
注

意
が
必
要
な
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
予
防
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
対
策
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

問 
役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策
係（
☎
88
―
８
１
１
１
）

中
華
人
民
共
和
国
湖
北
省
武
漢
市

を
中
心
に
昨
年
12
月
以
降
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
症
し

て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

こ
れ
ま
で
ヒ
ト
で
感
染
が
確
認
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
新
種
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
感
染
症
で
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
の
感
染
症
胃
腸
炎
・
食
中
毒

な
ど
も
ま
だ
ま
だ
、注
意
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
感
染
症
は
、
原
因
と
な
る
病
原

体
や
感
染
経
路
が
異
な
る
た
め
、
予
防

方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
基

本
的
な
予
防
方
法
は
同
じ
で
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
、
過
剰
に
心
配
す

る
こ
と
な
く
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の
着

用
を
含
む
咳せ

き

エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
通
常

の
感
染
症
対
策
が
重
要
で
す
。
感
染
症

を
知
っ
て
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
感
染

症
予
防
で
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

帰
宅
時
や
調
理
の
前
後
、

食
事
前
な
ど
こ
ま
め
な

手
洗
い

かからないため、
うつさないため、
自分たちでできる
感染症対策は？

感
染
症
を
知
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
備
え
を

ドアノブなど様
々なものに触

れることによって、
自分の手にもウイル
スが付着している可
　能性があります。
　　　せっけんと流
　　　　　水で手の
　　　　甲、指の間、
　　　　手首までし
　　　っかり洗いま
　　　　しょう。

ほ
か
の
人
に

う
つ
さ
な
い
た
め
に

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

十分な睡眠と適度な運動
バランスのよい食事で

免疫力を高める
普段から十分な睡眠や適度な運

動、バランスの良い食事をす
　　　　　　　ることで、感染症に
　　　　　　　負けない免疫力が高
　　　　　　　　まります。規則正
　　　　　　　　　しい生活を
　　　　　　　　　 心がけ
　　　　　　　ましょう。

　　　　50％～ 60％の
　　適切な湿度
空気が乾燥すると、喉の

粘膜の防御機能が低　
下します。室内では特に乾　
　　　　　　　燥しやすい　
　　　　　　　　いため、50
　　　　　　　　　～60％の
　　　　　　　　　適切な湿
　　　　　　　　度を保ちま
　　　　　　　しょう。

　

く
し
ゃ
み
や
咳
が
出
る
と
き
は
飛ひ

沫ま
つ

に
ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
で
い
る

　

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
マ
ス
ク
の
着
用
や
く
し

ゃ
み
、
咳
を
す
る
と
き
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で

鼻
と
口
を
覆
い
、
周
囲
の
人
か
ら
な
る
べ
く
離

れ
る
な
ど
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ト 心心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ト 心
が
け
ま

う

↑予防用にマスクを着用することは、混み合った場所、換気が不十分な
場所では一つの感染予防策と考えられますが、屋外などでは相当混み合
っていない限り、効果はあまり認められていません。咳や発熱などの症
状のある人に近づかない、人混みに行かないようにする、手指を清潔に
保つといった感染予防策を優先して行いましょう。

新型コロナウイルスに関しては過剰に心配することなく、症状
がある場合、直接医療機関を受診せず、まずは田川保健福祉事
務所に相談してください。
問 田川保健福祉事務所（☎42-9379／平日８時30分～17時15分）

※夜間・休日の連絡（☎092-471-0264）

粘膜の防御御機
下します。室内では

し
い

度
ょひ

混み合った場所、換気がが不
れますが 屋外などでは相相当

　　　　 　　 　燥し
　　　　 　 　 い
　　　　 　 　　
　 　　 　 　　
　　 　　 　 　 度
　 　 　　 しょ

混み合 た場所 換気がが不

↓このステッカーが目印

でご注意ください。

ま

でご注意ください。

ます
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My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

　道の駅歓遊舎
ひこさんの協力
で２月14日、中
元寺小学校 1年
生が校内で焼き
芋お楽しみ会を
行いました。火
を囲みながら、
アルミホイルに
包まれたサツマ
イモが焼き上がるのを、まだかまだかと待ち望む児童た
ち。この日を楽しみにしていた児童たちは、笑顔いっぱ
いの表情を浮かべホクホクの焼き芋を頬張っていました。

　今川流域４市
町村で組織する
今川流域市町村
連絡協議会（寺
西明男会長）は
２月８日、みや
こ町中央公民館
で環境と防災を
テーマに講演会
を開催しました。
講師の九州大学大学院の島谷幸宏教授は「災害対応は集
落単位の主体性が大切。平時に行っている祭りやなどが
緊急時、復興時に役立つ」と共助の重要性を訴えました。

今川流域市町村連絡協議会環境講演会

地域のつながりが災害時にも重要

↑『環境に配慮した復興を計画を』と語る島谷教授

中元寺小で焼き芋お楽しみ会

寒い日は歓遊舎のホクホク焼き芋

↑歓遊舎は学校行事などに参加しますのでご連絡を

まちの話題

第35回子どもまつり

そえだっ子の元気あふれる１日

　そえだドームで２月16日、各地区の子どもたちや育
成会員約100人が参加して、子どもまつりが行われま
した。３人１チームとなり、わなげや神経衰弱、紙飛
行機飛ばし、ボールを投げて９枚の的を射抜くニュー
スポーツのディスゲッターなど全６種目の合計点を競
い合う子どもたち。また、子ども会対抗競技も行われ、

玉入れのようにカゴにボー
ルを入れ、そのタイムを競
うアジャタと大縄跳びが行
われました。激戦の末、ア
ジャタは津野チーム、大縄
跳びは英彦山・上落合一区
二区チームが優勝しました。

　夫婦間のコミ
ュニケーション
で子どもに幸せ
な家庭環境をつ
くろうと２月１
日、オークホー
ルで夫婦会議の
始め方講座が開
催されました。
「仕事や家事・育
児で忙しいときでも、対話でお互いの価値観を受け止め
合うことが大切」と語る講師の長廣百合子さん・遥さん
夫妻。参加者は夫婦会議のポイントを学んでいました。

男女共同参画推進セミナー

より良い未来へ「夫婦会議の始め方」

↑多忙でも夫婦で話し合いの機会を持つことが大切

非行防止等標語コンクール

だいじょうぶ 自分の力 信じよう↓今回の入賞作品の10点は、添田町と大任町の役場と道の駅に掲示されています

　田川警察署と少年補導員連絡会添田・大任支部合同
部会による非行防止等標語コンクールの表彰式が２月
７日、添田警部交番で行われました。26回目となる今
回のコンクールには本町と大任町の小学６年生と中学
２年生から寄せられた標語約230点の中から入賞作品
10点が選出。本町では小学校の部で落合小の荒川希咲
さんの『だいじょうぶ自分のちから信じよう』が最高
賞の金賞を、添田中の野北灯さんの『薬物は心も身体
も傷つける』が中学校の部で銀賞を受賞しました。そ
のほかの入賞者は次のとおりです。▶小学生の部▷銅
賞＝松井結菜さん／真木小▷優秀賞＝柴田亜海さん／
添田小、城戸遥華さん／中元寺小、岩本幸太朗さん／
津野小▶中学生の部▷銅賞＝木戸綾乃さん／添田中

ＪＲ日田彦山線復旧問題

利便性や地域振興を考えた復旧を ↓「継続的な運行と利便性向上、地域振興を考え復旧を検討していく」と語る寺西町長

　２月14日、オ
ークホールに町
内の幼稚園・保
育園の園児や子
育て支援センタ
ーの親子連れな
どが集まり、観
劇会が行われま
した。園児たち
は「劇団風の子
九州」（福岡市）の劇団員３人による顔や手を使った遊び
や音楽で一緒にからだを動かしたり、紙をジャバラ折り
にした道具でのお芝居を鑑賞したりと楽しんでいました。

幼稚園・保育園児らが観劇会

みんなでお芝居を楽しみました

↑音楽やパントマイム、お芝居などを楽しみました

　添田町農業委
員として、地域
農業の発展に尽
力した添田町農
業委員会副会長
の鈴見敏憲さん
（豊川）が福岡県
農業会議会長表
彰を受けました。
鈴見さんは、15
年以上に渡って、広く農業者の声を聞き、農地の適正利
用の推進や担い手の育成、耕作放棄地の解消などに積極
的に取り組まれた功績が認められての表彰となりました。

添田町農業委員会

鈴見さんに福岡県農業会議会長表彰

↑５期15年以上、地域農業の発展に尽くした鈴見さん

田川の子どものための絵画コンクール

中元寺小２年の堺さんが金賞に輝く

　田川市美術館で２月15日、
に行われた田川の子どもた
ちによる絵画展表彰式。中
元寺小２年生の堺翔太郎さ
んの作品が、田川市郡の小・
中・高校生から寄せられた
5,425 点の中から小学校低
学年の部で金賞に輝きまし
た。他の入賞者は次のとお
り。小学校高学年の部▶銀
賞＝眞木元ゆう花さん／添
田小５年生　▶銅賞＝平尾
光之助さん／落合小５年生 ↑金賞を受賞した中元寺小の堺さん

↑玉入れのタイムを競うアジャタ

↓高得点目指し、ニュースポーツや紙飛行機飛ばしなどの６種目に挑む子どもたち

　平成29年九州北部豪雨から不通の続くＪＲ日田彦山
線の添田駅～夜明駅間。その復旧について、ＪＲ九州と
沿線自治体（福岡県、大分県、東峰村、添田町、日田市）
によるトップ会議が２月12日、日田市で行われました。
会議ではＪＲ九州がバス高速輸送システム（ＢＲＴ）
について専用停留所の設置やバリアフリー機能のある
車両の導入、観光への利活用などの案を提示。町はそ
の案について、地域の皆さんに説明し、意見を聞くた
め２月25日と27日にＪＲ九州による住民説明会を開催
しました。25日に彦山地区総合センターで行われた説
明会では、ＪＲ九州に対して、将来に渡り継続的に運
行できる方策を望む声や、一般道を走るバスの停留所
の数を増やしてもらいたいなどの意見が聞かれました。
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小島 晄
こうせい

晴ちゃん 
３月 16日生 ❷・下落合

パトカーや消防車を見ると大騒
ぎ！おやつを取り上げたら大泣
きする 食いしん坊な晄晴くん。
２歳おめでとう☆

◉
４
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

３
月
16
日
月
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

文
芸
歳
時
記

【
俳
句　

投
稿
】

ど
ん
よ
り
と
如
月
の
空
う
ご
め
い
て　
　

村
岡　

清
香

裏
英
彦
の
雪
解
け
雫
の
音
谺　
　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

病
葉
を
浮
か
べ
て
淀
む
紅
葉
の
池　
　
　

寺
本　

紀
子

か
う
か
う
と
竹
藪
越
し
に
鴨
の
声　
　
　

島
津
余
史
衣

霜
月
の
空
掃
く
け
や
き
大
樹
か
な　
　
　

伊
井
寸
美
子

侘
助
の
落
ち
て
余
生
は
姫
の
墓　
　
　
　

斎
藤
智
寿
子

冬
紅
葉
古
刹
の
屋
根
を
こ
が
し
を
り　
　

天
野
ユ
キ
海

放
牧
地
の
葛
の
隠
る
る
開
墾
碑　
　
　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

伝
え
継
ぐ
規
矩
術
な
ど
忘
れ
さ
り

　
　
　

プ
レ
カ
ッ
ト
な
る
工
法
生
ま
れ　

濵
田
イ
サ
オ

初
み
く
じ
ポ
ッ
ケ
に
お
さ
め
蒼
穹
の

　
　
　

英
彦
路
歩
み
ぬ
こ
こ
ろ
清
か
に　

独
活
山
強
実

温
暖
化
自
然
サ
イ
ク
ル
崩
れ
だ
し

　
　

コ
ロ
ナ
に
続
く
災
難
愁
ふ　
　
　
　

櫻
木
マ
サ
子

朝
ま
だ
き
ミ
ル
ク
色
の
つ
づ
ら
折

　
　

思
い
出
す
だ
に
恐
ろ
し
き
霧
の
中　

仲
摩　

直
子

【
川
柳　

投
稿
】

温
暖
化
地
球
の
行
く
末
案
じ
ら
れ　
　
　

原
田
祥
二
郎

幸
せ
は
夫
と
仲
よ
く
旅
に
出
る　
　
　
　

原
田　

順
子

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】　
　
　

こ
の
空
に
持
ち
主
は
な
し
雲
雀
と
ぶ　
　

諌
山　

静
香

芽
吹
く
も
の
み
な
お
喋
り
が
じ
ょ
う
ず
で
す　

鈴
鹿　

雅
子

紫
の
光
あ
つ
め
て
す
み
れ
草　
　
　
　
　

安
永　

藻
香

く
つ
下
を
履
く
も
掛
声
着
ぶ
く
れ
て　
　

手
嶋
く
み
え

出
来
る
な
ら
地
球
の
洗
濯
春
一
番　
　
　

武
田　

晴
子

枯
葉
い
ち
ま
い
拾
っ
た
よ
う
な
本
籍
地　
　

池　
　

三
太

冬
野
菜
と
れ
す
ぎ
で
す
か
明
日
は
雨　
　

西　
　

加
予

梅
林
に
素
手
の
さ
み
し
さ
つ
の
ら
せ
る　

大
池
み
ど
り

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

夜
の
ふ
け
に
三
四
二
の
歌
に
わ
け
も
な
く

　
　
　
　
　

涙
に
じ
め
り
如
月
果
つ
る　

大
塚　

富
江

小
春
日
の
狭
庭
に
高
き
皇
帝
ダ
リ
ア

　
　
　

蕊
に
ア
カ
タ
テ
ハ
五
頭
が
憩
ふ　

五
十
嵐
田
鶴

故
里
の
沈
む
ダ
ム
湖
へ
久
々
に

　
　

訪
へ
ば
め
ぐ
り
は
輝
よ
う
紅
葉　
　

平
井　

朝
子

紅
々
と
燃
え
ゐ
し
楓
の
散
り
積
り

　
　
　

色
褪
せ
季
の
過
ぎ
ゆ
く
を
思
ふ　

木
村　

寛
子

陽
光
の
真
只
中
に
紅
葉
は

　
　
　
　
　

夢
の
世
界
の
錦
画
の
ご
と　

荒
巻
ミ
サ
子

川
淀
に
巣
立
ち
の
鳥
な
ど
餌
に
す
る

　
　
　
　

小
魚
散
ら
し
一
尾
が
ひ
か
る　

福
富　

廣
枝

３月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

 前田 陽
ひより

依ちゃん 
３月 13日生 ❶・真木団地

たくさんご飯食べて大きくなって
ね♡

りーたん１才おめでとう！ 可愛いり
ーたんはパパママの宝物です。春か
らは侑

ゆうし

志にいにと保育園、泣かずに
行けますように。

西山 莉
りほ

帆ちゃん 
３月 15日生 ❶・添田中

　２月４日から７日にかけて、町内の各小学校で町出
身の書家・秀島踏波さんによる「書の表現教室」が行
われました。４日は添田小学校で６年生を対象に行わ
れ、児童たちは長さ50センチ、穂先が15センチもある
特大の筆で、自分が考えた思い思いの漢字一文字を約
70センチ四方の画仙紙に向かい大胆に書いていました。
　また、５日は真木小学校で４年生から６年生までが

参加。自分の名前から、
「果」という漢字一文字を
書いた６年生の金田果恋
さんは「大きく、元気の
良い字で表現できた。び
しっと決まりました」と
感想を語っていました。

特大の筆で書く思い思いの一文字

　道の駅歓遊舎ひこさんで２月16日、町で採れるシイ

タケを多くの人に親しんでもらおうとシイタケのコマ

打ち体験が行われ、約30人が参加しました。穴を開け

たクヌギの原木にシイタケの菌が塗られたコマを金づ

ちを使い、次々と打ち込んでいく参加者たち。飯塚市

の伊藤千尋さんと千春さんの姉妹

は「初めてだったけれど、楽しか

った」と笑顔で語っていました。

　また、ロビーでは試食も行われ、

買い物客らは、焼きシイタケやお

にぎり、スープなど町産のシイタ

ケ料理に舌鼓を打っていました。

秀島踏波先生「書の表現教室」

添田町のシイタケにもっと親しんで
歓遊舎でシイタケのコマ打ち体験

↓「トントントンって、上手にできたよ」原木にコマを打ち込む親子連れ

↓家族連れで賑わいました
毎 日の子育てに頑張っているママさん、ち

ょっとだけ自分にご褒美しませんか。マ
ッサージなどのリラックスブースや雑貨の販売、
ワークショップ、飲食コーナー、育児相談コー
ナーなどが町民会館に大集合。ボランティアサ
ークル「虹の会」による絵本の読み聞かせやエ
プロンシアターなどお子さんもお母さんも親子
で楽しめる１日です。

毎日頑張っているママさんへ♥

◎と　き　３月13日金　10時～16時
▶虹の会による読み聞かせ　11時30分～、14時～

◎ところ　町民会館
◎内　容　マッサージやネームアー
　ト、パステルアート、ネームホル
　ダーなどのワークショップ、手作
　りアクセサリーや布マスク、無農
　薬野菜、お弁当、パン、コーヒーの販売、助
　産師への育児相談・健康相談コーナーなど
※助産師への相談は予約制です。子育て支援セ
　ンターに電話で申し込みしてください。

問 子育て支援センター（☎ 85-0888）
　 児童館（☎ 82-3402）

時30分 、1 時

アー
ホルルルルルル
手作
無農

お子さんの写真を掲載しませんか

　３歳までのお子さんの写真を募集しています。写真とメッ
セージを役場総務課 (☎ 82-1231) に持参、またはEメール
（koudojyouhou@town.soeda.fukuoka.jp）で送信してく
ださい。４月生まれの締め切りは３月16日月です。

とても活発で負けず嫌いなりっち
ゃん。お姉ちゃんとケンカばかり
せず仲良く遊んでね。笑

藤川 凛
りさ

咲ちゃん 
３月 14日生 ❷・一の宮

おんぶに抱っこおんぶに抱っこ

マルシェ♪マルシェ♪
おんぶに抱っこ

マルシェ♪

↑約70センチ四方の画仙紙いっぱいに漢字一文字を書く真木小学校児童

 ↓添田小学校で行われた「書の表現教室」



▼
勤
務
地　

ク
ア
ハ
ウ
ス
ハ
ピ
ネ
ス

▼
募
集
人
数　

若
干
名
（
男
女
）

※
要
普
通
自
動
車
免
許

▼
業
務
内
容　

受
付
業
務
、
館
内
清

　

掃
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
な
ど

▼
勤
務
時
間　

①
８
時
30
分
〜
17
時

　

15
分　

②
12
時
15
分
〜
21
時
（
二

　

交
代
制
）

▼
給
与　

月
額
14
万
７
４
０
０
円

※
雇
用
期
間
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ク
ア
ハ
ウ
ス
ハ
ピ
ネ
ス

　

  

（
☎
82
―
５
０
６
１
）

【
一
般
幹
部
候
補
生（
大
卒
程
度
試
験
）】

▼
試
験
日　

５
月
９
日
土
、
10
日
日

▼
受
験
資
格

　

日
本
国
籍

　

を
有
す
る
、

　

令
和
２
年

　

度
22
歳
以

　

上
26
歳
未

　

満
の
者

▼
受
付
期
限

　

５
月
１
日
金

【
第
１
回
一
般
曹
候
補
生
】

（
土
地
・
家
屋
）

の
状
況
や
価

格
な
ど
に
つ

い
て
、
対
象

者
（
令
和
２

年
度
に
固
定

資
産
税
が
課
せ
ら
れ
る
人
）
は
縦
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
期

間
中
は
無
料
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
役
場
住
民
課
税
務
・
滞

納
対
策
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
水
〜
６
月

　

１
日
月
（
た
だ
し
、
土
日
、
祝
日

　

は
除
き
ま
す
）

▼
縦
覧
場
所　

役
場
住
民
課
税
務
・

　

滞
納
対
策
係

問 

役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

　
（
☎
82
―
１
２
３
４
）

　

年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
所
在
が

ひ
と
月
以
上
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、

そ
の
世
帯
の
人
は
所
在
不
明
に
つ
い

て
の
届
け
出
を
速
や
か
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
提

出
先
は
お
近
く

の
年
金
事
務
所

で
す
。
届
け
出

後
、
受
給
権
者

本
人
の
健
在
を

確
認
し
所
在
が

不
明
な
場
合
は
年

で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
廃
車
手

続
き
を
せ
ず
に

放
置
し
て
い
る

と
、
令
和
２
年

度
も
税
金

が
か

か
り
ま
す

の
で
早
め
の
廃
車

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

　
（
☎
82
―
１
２
３
４
）

　

令
和
２
年
度
、
土
地
価
格
等
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
、
次

の
期
間
で
行
い
ま
す
。
固
定
資
産
税

▼
入
所
選
考　

４
月
21
日
火
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

▼
選
考
会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　

飯
塚
（
飯
塚
市
）

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
付
い
た
ま

ま
で
放
置
し
て
い
る
原
動
機
付
バ
イ

ク（
50
〜
125
㏄
）や
ト
ラ
ク
タ
ー
が
あ

る
人
は
、
３
月
31
日
火
ま
で
に
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係
ま

▼
試
験
日　

５
月
23
日
土

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
、

　

令
和
２
年
度
18
歳
以
上
33
歳
未
満

　

の
者

▼
受
付
期
限　

５
月
15
日
金

【
就
職
説
明
会
】

▼
と
き　

平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時

　

30
分

▼
と
こ
ろ　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力

　

本
部
飯
塚
地
域
事
務
所（
飯
塚
市
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 
地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

田
川
・
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
２
年
度
施
設
内
職
業
訓
練

生（
４
月
期
入
校
生
）を
募
集
し
ま
す
。

▼
入
校
試
験
日　

３
月
26
日
木
／
筆

　

記
お
よ
び
面
接

▼
募
集
期
限　

３
月
19
日
木

▼
入
校
料
・
受
講
料　

無
料
（
教
科

　

書
・
作
業
着
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
募
集
科
、
応
募
要
件
な
ど
詳
し
く

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
置
い
て
い
る

募
集
要
項
、
ま
た
は
福
岡
県
の
職
業

訓
練
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

fukuoka-kunren.net/

）
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校　

　

 

（
☎
44
―
１
６
７
６
）

　

 

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

　

 

（
☎
０
９
４
９
６
―
２
―
６
４
４
１
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
職
業
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

５
月
８
日
金
〜
10
月

　

30
日
金

▼
訓
練
科
名　

住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ

　

ー
タ
ー
科
／
定
員
12
人

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
し
込

　

み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限　

４
月
15
日
水

広報そえだ（令和２年３月号）　12
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13　広報そえだ（令和２年３月号）

年
金

固
定
資
産
税
を

縦
覧
・
閲
覧
し
ま
す

廃
車
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

試
験
・
募
集

金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
の
支
払
い
が
止
ま
っ
て

い
る
人
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
き
は
、
年
金
の
受
け
取
り
を
再
開

す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
受
付
時
間

　

月
曜
＝
８
時
30
分
〜
19
時
、
火
曜

　

〜
金
曜
＝
８
時
30
分
〜
17
時
30
分
、

　

第
２
土
曜
日
＝
９
時
30
分
〜
16
時

※
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、
翌
開
所
日

は
19
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
祝
日（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、
12

月
29
日
〜
１
月
３
日
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

問 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

（
☎
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５
）

　

平
成
31
年
４
月

か
ら
令
和
２
年
３

月
ま
で
、
国
民
年
金
学
生
納

付
特
例
制
度
で
納
付
猶
予
さ
れ
て
い

る
人
に
は
、
３
月
下
旬
に
送
付
さ
れ

る
ハ
ガ
キ
で
手
続
き
す
る
こ
と
で
、

４
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
（
年
度
途

中
で
卒
業
す
る
場
合
は
そ
の
月
）
ま

で
の
免
除
を
申
請
で
き
ま
す
。
ま
た
、

４
月
か
ら
の
学
生
納
付
特
例
制
度
を

役
場
窓
口
で
申
請
す
る
場
合
、
４
月

１
日
以
降
で
な
け
れ
ば
手
続
き
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
住
民
課
保
険
年
金
係

　
（
☎
82
―
５
９
６
６
）

税
金

　令和２年度の水道当
番です。漏水や凍結な
ど困ったときは当番月
業者にご連絡ください。
水道メーターより宅地
側の修繕などは、個人
負担となります。

年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
に

な
っ
た
ら
届
け
出
が
必
要
で
す

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

契
約
職
員
募
集

公
共
職
業
訓
練
生（
５
月
生
）

を
募
集
し
ま
す

ご存知ですか、国民年金のこと

日本年金機構

自
衛
官
採
用
試
験
・
説
明
会

令和２年年度の水道当年度の

水道で困ったときは
連絡してください
当番月 業者名 連絡先
４、９、２ ㈲畠田建設 ☎ 82-5857
５、10、３ ㈲筑添建設 ☎ 82-4661
６、11 安藤水工 ☎ 85-0527
７、12 ㈲毛利管工 ☎ 82-1023
８、１ ㈱森下組 ☎ 82-0174

福
岡
県
公
共
職
業
訓
練
の

施
設
内
訓
練
生
募
集

学
生
特
例
納
付
制
度
を

継
続
す
る
人
は

問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）険年金係（ ）

構

　日本年金機構ホームペ
ージでは、届出用紙が
ダウンロードできます。
記入方法も掲載されて
いますので、活用く
ださい。

◉免除期間

　出産予定日または出産日が属する月の前
月から４か月間の国民年金保険料が免除さ
れます。多胎妊娠の場合は、出産予定日ま
たは出産日が属する月の３か月前から６か
月間の国民年金保険料が免除されます。
※出産とは、妊娠85日（４か月）以上の出産
で、死産・流産・早産を含みます。

◉産前産後期間の取り扱い

　産前産後期間として認められた期間は、
保険料を納付したものとして老齢基礎年金
の受給額に反映されます。

◉対象者

　国民年金第１号被保険者で、出産日が平
成31年２月１日以降の人

◉届出期間

　出産予定日の６か月前から

◉必要書類

▶出産前に届出をする場合＝母子
　健康手帳
▶出産後に届出をする場合＝原則
　不要　
※被保険者と子が別世帯の場合は、
出生証明書など出産日と親子関係
を証明できる書類が必要です。

令 和２年１
月１日付

けで、次の２人
が人権擁護委員と
して法務大臣から委
嘱されました。
　人権擁護委員は、人
権相談を受け、問題解決の
お手伝いや、人権に関心を持ってもらう
ための啓発活動を行っています。毎月第
１・第３火曜にそえだジョイで「心配ご
と相談」を無料で行っていますので、お
気軽にご相談ください。

◉人権擁護委員
○宮﨑宜子さん　○伊藤弘美さん
問 社会教育課人権同和推進係
　 （☎ 82-5800）

人権擁護委員に２人が委嘱されました

人権に関する相談や
問題解決をお手伝い

陸上自衛隊フェイスブックより引用

し廃せて和金すめを
お
願
い
し
ま
す
。

し
く
だ

廃
車
手

せ
ず
に

て
い
る

和
２
年

金すめ
の
廃
車

を
お
願
い
し
ま
す
。

速
や
か
に
行
う
必
要

※は※月せ問

を
速提

く所出者をは
年 速

や
か
に
行
う
必
要

提年

金付
猶
予
さ
れ
て
い

付
制金

学
生
納

制
度
を

産前産後の期間は
保険料が免除されます

相談は無料で

秘密は厳守されます

お気軽に相談を



まるっと添田の魅力を食べつくす !!

添田町まるごとフェア
in道の駅歓遊舎ひこさん

公民館講座受講生による

ドラム教室発表会

他の楽器との楽しいセッションも

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
松
崎
一
章
（
上
津

　

野
）
▽
万
勝
磨（
上
津
野
）▽（
故
）

　

梅
原
マ
サ
コ（
中
津
野
）▽（
故
）髙

　

道
正
一
（
中
津
野
）
▽（
故
）藤
下

　

タ
ツ
ヨ（
野
田
）▽（
故
）宮
吉
弘
之

　
（
野
田
）
▽（
故
）髙
瀨
幹
樹（
添
田

　

西
）
▽（
故
）田
中
黎
子（
町
二
）▽

　
（
故
）谷
山
安
榮（
豊
川
）▽（
故
）中

　

惠
芳
彦
（
庄
西
）
▽（
故
）堀
清
治

　
（
真
木
）
▽（
故
）藤
本
節
子（
真
木

　

団
地
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子（
添
田
中
）▽

　

三
丸
十
七
子
（
添
田
中
）
▽
田
代

　

律
子
（
田
川
市
）

　
　
　
（
令
和
２
年
２
月
14
日
現
在
）

▼
と
き　

４
月
19
日
日　

９
時
〜

▼
と
こ
ろ  

県
営
筑
豊
緑
地（
飯
塚
市
）

▼
内
容　

グ
ル
ー
プ

　

で
２
キ
ロ
ま
た
は
、

　

４
キ
ロ
の
コ
ー

　

ス
を
歩
き
ま
す
。

▼
対
象
者　

糖
尿
病
患
者
と
そ
の
家

族
、
友
人
、
そ
の
他
希
望
す
る
人

▼
参
加
費　

200
円
（
傷
害
保
険
料
）

▼
持
参
物　

弁
当
、
水
筒
、
歩
き
や

　

す
い
服
装

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
持
病
の
あ
る
人
は
医
師
に
相
談
し
、

了
解
を
得
て
く
だ
さ
い
。

問 

第
19
回
筑
豊
糖
尿
病
ウ
ォ
ー
ク
ラ

　

 

リ
ー
大
会
事
務
局

　
（
☎
０
９
４
８
―
22
―
２
９
８
０
）

●人　口　  9,603 人（ー39人）

●男　性　  4,545 人（ー23人）

●女　性　  5,058 人（－16人）

●世帯数　  4,674世帯（－９世帯）

●出生　２ 人

●死亡　22 人

●転入　８ 人

●転出　27 人

人の動き １月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　３月17日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　３月11日水（13時～）、13日金（15時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　３月10日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　３月10日火（10時～）、26日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍　
手保健福祉環境事務所／要予約）
　３月４日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増
　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

　１月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　１月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  オートバイ盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（－１）
０（±０）

今年の累計
0
０
０
0

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

16（ー３）
０（±０）
２（ー３）

今年の累計
16
０
２

  車上ねらい

納期限のお知らせ
●３月31日火が納期限です
　▷後期高齢者医療保険料（９期）
問 役場住民課保険年金係（☎82-5966）

代
行
バ
ス
停
留
所
や
バ
ス
車
内
の
掲

示
、
Ｊ
Ｒ
九
州
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

田
川
後
藤
寺
駅（
☎
44
―
０
０
１
９
）

▼
と
き　

３
月
19
日
木
13
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ

　

モ
ン
（
飯
塚
市
）

▼
内
容　

▽
講
演
①
「
よ
く
わ
か
る

　

！
肺
が
ん
」
／
講
師
・
安
田
学
医

　

師
（
飯
塚
病
院
呼
吸
器
腫
瘍
外
科

　

部
長
）
▽
講
演
②
「
が
ん
検
診
の

　

ス
ス
メ
」／
草
本
君
子
保
健
師（
飯

　

塚
病
院
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

３
月
17
日
火

問 

飯
塚
病
院
広
報
課

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
29
―
８
８
９
２
）

▼
内
容　

た
こ
焼
き
、
焼
き
そ
ば
、

　

焼
い
も
、
パ
ン
な
ど
を
100
円
で
販

　

売
し
ま
す
（
コ
ー
ヒ
ー
無
料
）

※
販
売
品
が
無
く
な
り
次
第
終
了
。

※
駐
車
場
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

問 

添
田
町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
31
―
２
２
０
０
）

▼
と
き　

３
月
26
日
木　

10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
講
師　

山
田
奈
緒
美
さ
ん
（
九
電

　

ホ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
メ
ニ
ュ
ー　

ハ

　

ン
バ
ー
ガ
ー
、

　

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

▼
対
象
者　

町
内
在
住

　

の
親
子
10
組
程
度

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
人
材
開
発
セ
ン

　

タ
ー
（
要
事
前
申
し
込
み
）

▼
内
容　

健
診
結
果
や
食
生
活
、
栄

　

養
改
善
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、気
軽

　

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　

３
月
26
日
木

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

▼
と
き　

３
月
20
日
金　
　

11
時
〜

　

15
時

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　

タ
ー
（
町
営
朝
日
ヶ
丘
団
地
内
）

▼
と
き　

３
月
21
日
土
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー（
飯

　

塚
市
）

▼
内
容　

離
婚
や
Ｄ
Ｖ
、
多
重
債
務
、

　

遺
産
相
続
、
人
権
問
題
な
ど
女
性

　

司
法
書
士
と
人
権
擁
護
委
員
が
相

　

談
に
応
じ
ま
す

▼
定
員　

20
組

▼
予
約
期
限　

３
月
19
日
木

▼
予
約
受
付
時
間　

平
日
の
10
時
〜

　

16
時

問 

福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
相
談
セ

　

 

ン
タ
ー（
☎
44
―
２
５
３
０
）

▼
と
き　

３
月
26
日
木
10
時
〜
12
時

　

支
援
セ
ン
タ
ー（
福
岡
県
田
川
保
健

　

福
祉
事
務
所
）／
月
曜
〜
金
曜
8
時

　

30
分
〜
17
時
15
分（
☎
42
―
４
８
５
０
）

　

▽
福
岡
県
あ
す
ば
る
相
談
ホ
ッ
ト

　

ラ
イ
ン
／
９
時
〜
17
時
（
☎
092
―

　

584
―
１
２
６
６
）
▽
福
岡
県
配
偶

　

者
か
ら
の
暴
力
相
談
電
話
／
月
曜

　

〜
金
曜
17
時
〜
24
時
、
土
日
日
９

　

時
〜
24
時
（
☎
092
―
663
ー
８
７
２

　

４
）
▽
男
性
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
た
め

　

の
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
／
水
曜
・

　

木
曜
17
時
〜
20
時
、
金
曜
12
時
〜

　

16
時（
☎
092
―
571
―
１
４
６
２
）▽
Ｌ

　

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
相
談

　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
／
第
２
火
曜
12
時

　

〜
16
時
、
第
４
火
曜
17
時
〜
20
時

　
（
☎
080
―
２
７
０
１
―
５
４
６
１
）

※
年
末
年
始
や
祝
日
、
お
盆
な
ど
は

休
み
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

と
は
、
配
偶
者

や
恋
人
な
ど
か

ら
受
け
る
暴
力

で
す
。
身
体
的

な
暴
力
だ
け
で

な
く
、
怒
鳴
る
、
脅
す
、
電
話
や
外

出
を
制
限
す
る
な
ど
も
暴
力
に
あ
た

り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口　

▽
配
偶
者
暴
力
相
談

広報そえだ（令和２年３月号）　14

Information くらしに役立つ情報満載

◉とき　４月７日火～６月19日金
　①11時～12時　②14時30分～15時30分
◉ダイエット・筋力アップ教室 毎週水・金
◉腰・肩・膝痛予防教室　毎週火・木
◉参加費　無料（施設使用料は有料）
◉定員　各教室30人程度

問 クアハウス「ハピネス」（☎ 82-5061）

お
知
ら
せ

代
行
バ
ス
の
時
刻
表
変
更

15　広報そえだ（令和２年３月号）

相
談

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

個
別
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す

配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の

暴
力
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談
会

添
田
町
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

春
爛
漫
祭（
は
る
ら
ん
ま
ん
さ
い
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
募
集
期
限　

３
月
23
日
月

問 

オ
ー
ク
ホ
ー
ル（
☎
82
―
２
５
５
９
）

　

３
月
、
４
月
は
新
生
活
の
ス
タ
ー

ト
時
期
で
す
。
引
っ
越
し
の
際
に
は

水
道
課
で
使
用
開
始
や
中
止
の
手
続

き
を
必
ず
お
願
い
し
ま
す
。
中
止
の

手
続
き
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
基
本
料

金
が
発
生
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問 

役
場
水
道
課
管
理
係

　

 

（
☎
82
―
５
９
６
１
）

　

３
月
14
日
土
か
ら
Ｊ
Ｒ
代
行
バ
ス

の
時
刻
が
変
わ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

筑
豊
緑
地
を
歩
き
ま
せ
ん
か

引
っ
越
し
の
際
は

水
道
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

休館 ／クアハウス
●清掃・施設点検などのため
▷とき　３月27日金～31日火
問 クアハウス（☎82-5061）

 添田の魅力
再発見！」

を合言葉に、新
鮮な野菜はもちろ
ん、ひこさん川の清
　　　　　　　流で育った
　　　　　　　ヤマメの塩焼
　　　　　　　　きや原木しいたけ、 
　　　　　　　添田町のジビエを使っ
　　　　　　　たご当地グルメ
など、町の特産品を一
堂に集めて、試食展
示即売会を行います。

◉とき　３月８日日　10時～15時

◉ところ　道の駅歓遊舎ひこさん
問 道の駅歓遊舎ひこさん
　（☎ 47-7039）

特産

ん ひこさんん川の清
流で育
ヤマヤマ
き
添田町
たご

ん、ん、ん、、ひこひ さんん川の
　　　　 　　 流
　 　　 　　 ヤヤヤヤヤ
　　　 　 　 　　
　　 　 　 　添
　　　　 　　　た

け、 
ビエを使っ

当地グルメ
を一

1

ご

在
住

度

プは
、

「

クアハウス運動教室

祝

春
休
み

親
子
で
IH
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

筑
豊
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

昨 年５月からオークホールの公民
館講座で練習に励んでいるドラ

ム教室の発表会を開催します。当日は、
講座で学んだ子ども
から大人まで
約30人が参加。
ドラム以外の楽
器との楽しいセ
ッションも予定
しています。

◉とき　３月22日日　13時開演
　　　　（12時30分開場）
◉ところ　オークホール
◉入場料　無料
問 オークホール（☎ 82-2559）

講座で練習に励んでいるドラ
発表会を開催します。当日は、
んだ子ども
で
参加。
外の楽
しいセ
も予定
す。

３月22日日 13時開演



３

令
和
２
年
３
月
号

そ
え
だ

2020

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

激励を受け、赤熊猶弥が挑む、　　五輪への道

つかみとれ !!
　  五輪代表

Get the TOKYO Olympic

レ スリングフリースタイル97キ
ロ級で活躍する町出身の赤熊

猶弥選手が東京五輪代表を目指し、
３月27日からキルギスで開催される
アジア予選に出場。2位以上になれ
ば東京五輪代表に決定します。昨年
12月の全日本選手権では２年連続３
度目の優勝を果たした赤熊選手。代
表合宿後の２月21日、帰町した赤熊
選手にエールを送ろうと母校の東鷹
高校レスリング部のＯＢや関係者が
激励会を開催しました。幼馴染で現
在は同校レスリング部監督の杉本京
介教諭は「猶弥ならできる。五輪代
表を勝ち取ってきてくれ」と激励。
小さいころから知る後輩の中村建太
さんは「普段から優しく、人間的に
も尊敬できる先輩」と赤熊選手の
ことを話していました。最後に
これを食べ、力をつけてほしい
と山盛りの藤川椎茸園のシイタ
ケを手渡された赤熊
選手は「調子は良い。
手の届くところまで
きている五輪代表を
つかみ取りたい」と
力強く語って
いました。

藤川椎茸園のシシイタタ
れた赤熊
子は良い。
ころまで
輪代表を
たい」と
て

３
月
。
卒
業
の
季
節
で
あ
る
。
添
田
中
学
校
の
校
歌
に
「
健
児
競

う
や
千
五
百
」
と
あ
る
。
１
学
年
500
人
。
当
時
の
学
生
の
多
さ
に

驚
嘆
す
る
。
私
の
時
代
（
昭
和
40
年
卒
）
で
は
、
中
学
校
12
ク
ラ

ス
あ
り
１
ク
ラ
ス
50
人
は
優
に
い
た
と
思
う
。
１
学
年
600
人
。
ま

さ
し
く
「
健
児
競
う
や
千
五
百
」
で
あ
る
。
▼
現
在
の
少
子
化
社
会
、
数
字
的
に
は
寂

し
い
限
り
で
あ
る
。
多
く
の
友
達
は
東
京
や
名
古
屋
、
大
阪
な
ど
へ
進
学
・
就
職
し
て

い
っ
た
。
日
本
の
産
業
を
支
え
た
石
炭
産
業
も
閉
山
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ

た
。
企
業
の
卒
業
（
撤
退
）と
重
な
り
合
っ
て
の
進
路
選
択
で
あ
っ
た
。
添
田
町
も
林
業
・

農
業
の
町
へ
と
戻
っ
た
。
半
世
紀
経
過
し
人
口
も
今
で
は
一
万
人
を
割
っ
て
い
る
。
こ
の

状
況
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
「
ま
ち
」
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▼
町
は
、
国
の
補
助
金
で
人
を
呼
び
込
も
う
と
施
設
を
造
っ
た
。
そ
れ
ら
施
設
も
卒
業

を
迎
え
る
時
期
に
来
た
。
卒
業
と
い
う
寂
し
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
中
に
あ
る
希
望
・
新
し
い

旅
立
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
る
必
要
が
あ
る
。
▼
英
彦
山
温
泉
し
ゃ
く
な
げ
荘
。
こ
れ

ま
で
か
な
り
「
ま
ち
」
に
貢
献
し
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
息
切
れ
が
し
て
き
た
。
温
泉
に

浸
か
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
く
思
う
が
、
新
し
い

「
し
ゃ
く
な
げ
荘
」に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ま
ま
で
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

利
用
す
る
お
客
さ
ん
も
減
少
し
、
継
続
し
て
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ

う
な
、
利
用
客
減
少
の
中
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
▼
宿
泊
施
設
の
形
態
と
し
て
通
常
の
ホ
テ
ル
等
や
「
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
ひ
と
つ
の
方
向
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。
言
葉
と
し
て
は
英
語

の「
グ
ラ
マ
ラ
ス
」と「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
」を
合
わ
せ
た
も
の
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
中
に
、贅
沢
で
快
適
な
宿
泊
施
設
を
用
意
し
て
野
営
す
る
こ
と
で
あ
る
。一
般
に
キ
ャ

ン
プ
と
い
え
ば
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
宿
営
す
る
た
め
の
最
小
限
の
用
意
の
み
で
行
う
。
食
事

も
寝
床
も
簡
素
な
も
の
で
あ
る
が
、こ
の
「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
の
キ
ャ

ン
プ
で
は
、
風
呂
・
ト
イ
レ
・
空
調
設
備
・
ゆ
っ
た
り
座
れ
る
ソ
フ
ァ
・
ベ
ッ
ド
な
ど
を

揃
え
、
も
の
に
よ
っ
て
は
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
も
備
え
ら
れ
た
、
豪
華
な
設
備
が
し
つ

ら
え
ら
れ
る
。
自
然
の
中
で
過
ご
す
キ
ャ
ン
プ
の
醍
醐
味
と
、
ホ
テ
ル
並
み
の
快
適
な
過

ご
し
方
を
両
立
さ
せ
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
ブ
ー
ム
で
あ
り
他
の
地
域
で
は
冬
場
で
も
盛

況
で
あ
る
と
の
こ
と
。
ブ
ー
ム
と
い
う
事
だ
け
で
な
く
、
慎
重
か
つ
大
胆
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。
▼
Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
も
卒
業
の
議
論
に
な
っ
て
い
る
。
留
年
し
て
そ
の
ま
ま
に

し
て
利
用
客
が
減
少
し
続
け
る
か
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
駅
を
近

く
に
増
や
す
な
ど
高
齢
者
・
障
が
い
者
で
も
安
心
し
て
乗
れ
る
車
両
を
導
入
す
る
と
か
、

費
用
は
か
か
る
が
行
う
の
か
。
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
鉄
道
が
無
く
な
る
と
地
域
が
衰
退
す

る
と
言
う
が
、
自
ら
で
鉄
道
を
維
持
で
き
な
い
よ
う
な
地
域
で
は
、
鉄
道
が
あ
っ
て
も

無
く
て
も
関
係
な
く
、
元
気
な
地
域
は
元
気
で
あ
る
と
言
う
評
論
家
も
い
る
。
卒
業
は

新
た
な
旅
立
ち
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。新
た
な
旅
立
ち
が
あ
る
か
ら
卒
業
す
る
の
だ
と
思
う
。
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目指しアジア予選に挑む。身長180cm、得意技はタッ
クル。兄はビーチサッカー日本代表の赤熊卓弥選手



新型コロナウイルスに関する情報
　添田町では、国から「イベントの開催に関する国民の皆様へのメッセージ」等
が発表されたことを踏まえ、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次のとお
り対応することとしました。なお、今後の感染の広がりや重症度を見ながら適宜
見直すこととしています。

広報そえだに掲載の講座や催しなどの中止について

　広報そえだに掲載されている講座や催しなどは次のとおり中止の取り扱いとなります。なお、
詳細については各問い合わせ先にご連絡ください。

●中止となった講座や催しなど

２月号／18ページ ふれあいバスハイク ３月12日木・13日金 問 添田町社会福祉協議会（☎82-5600）

２月号／19ページ 町民バドミントン大会 ３月15日日 問 社会教育課社会教育係（☎82-2559）

３月号／７ページ 公認心理師ってどんな仕事？ ３月24日火 問 町立図書館（☎82-4800）

３月号／７ページ 理科読体験「くうきとあそぼう」３月26日木 問 町立図書館（☎82-4800）

２月号／15ページ
３月号／11ページ おんぶに抱っこマルシェ ３月13日金 問 子育て支援センター（☎85-0888）

問 町立児童館（☎82-3402）

３月号／14ページ ドラム教室発表会 ３月22日日 問 オークホール（☎82-2559）

３月号／14ページ まるごとフェア in 歓遊舎 ３月８日日 問 道の駅歓遊舎ひこさん（☎47-7039）

３月号／14ページ 添田町サポートセンター春爛漫祭 ３月20日金 問 添田町サポートセンター（☎31-2200）

３月号／14ページ 親子で IH クッキング教室 ３月26日木 問 オークホール（☎82-2559）

３月号／15ページ 筑豊地域医療サポーター講座 ３月19日木 問 飯塚病院広報課（☎0948-29-8892）

なお、16ページのレスリングのアジア予選もキルギスでの開催が中止との報道発表があっています。

令和２年３月３日現在

その他の講座や催しなどの中止や延期について

　その他、町や関係団体が主催する３月15日日までの開催予定で中止や延期となった講座や催
しをお知らせします。
●中止となった講座や催しなど

３月５日木 乳幼児健診　▶▶▶４月２日木に延期 問 保健福祉環境課健康対策係（☎88-8111）

３月６日金 生活習慣病講演会（オークホール） 問 保健福祉環境課健康対策係（☎88-8111）

３月６日金・13日金 ジョイサービス 問 添田町社会福祉協議会（☎82-5600）

３月11日水 トランポリン教室 問 保健福祉環境課福祉・高齢者支援係（☎82-1232）

３月11日水 田川地区防災会議３.11避難誘導訓練 問 防災管理課防災安全係（☎82-4002）

３月12日木 離乳食教室 問 保健福祉環境課健康対策係（☎88-8111）

3月13日金までの土日以外 元気倶楽部 問 保健福祉環境課福祉・高齢者支援係（☎82-1232）

3月24日までの毎週火 運動教室 問 保健福祉環境課健康対策係（☎88-8111）

新型コロナウイルス感染拡大防止に係る町施設の臨時休館について

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、下記の施設において３月31日火までの期間、臨時休
館とします。

●期間　３月２日月～３月31日火

町内小・中学校の臨時休業について

　文部科学省及び福岡県教育委員会より、小・中・高校等の臨時休業の要請を受け、次のとお
り臨時休業することとしましたので、お知らせいたします。

●期間　３月２日月～３月23日月

▶臨時休業期間中は自宅学習とし、児童生徒は不要不急の外出を控えてください。
▶今回の臨時休業の趣旨から、部活動等の活動については中止とします。
▶家庭では、毎日、体温測定などの健康観察を行っていただくようお願いします。

●卒業式、修了式について
　卒業式（中学校３月 12 日木、小学校３月 17 日火）、修了式（全校３月 24 日火）については、
参加規模の縮小、実施時間を短縮して予定どおり実施します。

　進路や卒業式、修了式、始業式、入学式などの対応については、別途学校から連絡があります。
日々状況が変化していますので、今後の情報につきましても子育てネットや町ホームページ等
でお知らせいたします。詳しくは、学校教育課（☎82-5963）までお問い合わせください。

●臨時休館とする施設

そえだ公民館（オークホール）

問 オークホール（☎82-2559）

添田町民会館

彦山地区総合センター（彦山公民館）

中元寺公民館

津野公民館

添田町体育館

問 社会教育課社会教育係（☎82-2559）
添田町武道館
そえだドーム

（体育館・テニスコート・ゲートボール場）
そえだサン・スポーツランド

（野球場・グラウンドゴルフ場・多目的グラウンド）
添田町隣保館 問 社会教育課人権同和推進係

　 （☎82-5800）各教育集会所（7か所）

添田町立図書館 問 町立図書館（☎82-4800）

添田町立児童館 問 町立児童館（☎82-3402）

期間は、今後の感染の広がりや重症度等
を考慮し、見直す場合があります。

なお、３月25日水～４月５日日は
春休みとなります。
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